
マイワシ・マサバ太平洋系群 

調査概要 

マイワシ・マサバ太平洋系群は、海洋環境の中長期的（10 年～数 10 年周期）変化と同調して資

源変動する特徴があり、とくにマイワシで顕著です。そのため、両系群の資源評価・管理方策を検討

する上で、加入量の変動要因を明らかにすることが重要な課題になっています。また、現在、両系群

とも資源水準が中位水準に回復し、毎年の加入量を早期に高い精度で把握することが、若齢時から

漁獲対象となる両系群の資源評価および TAC（漁獲可能量）の算定精度を向上させる鍵になって

います。 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

そこで本課題では、年による成長や生残の違いと環境要因との関連を調べることで、「いつ、どの

ような海洋環境の変化によって加入量が変動するか」、を明らかにすることを目的としています。特

に、加入量が決まる時期、海域、発育段階、および決定メカニズムを現場観測、飼育実験、ならびに

卵・仔稚幼魚の回遊・成長モデルを用いて解析する計画です。また、現場観測による加入量の早期

把握とその精度の向上に取り組むとともに、海洋環境予測に基づく加入量予測モデルの構築も目指

しています。 

 

  



 



 

成果概要 

マイワシ太平洋系群は、沖合加入群（4 月を中心とする春季にふ化して千島沖の黒潮・親潮移行

域で成長、加入する群）の多寡によって資源水準が左右されることがわかってきました。沖合加入群

の生残率は成長率と深く関係することが指摘されており、特に加入量が多かった 2010 年級群は稚

仔魚期に成長率の高い個体の割合が例年より高かったことがわかっています。つまり、黒潮・親潮移

行域の稚仔魚期の成長率がマイワシ太平洋系群の加入量を左右する要因と考えられます。また、飼

育下におけるマイワシ親魚の産卵誘導に初めて成功し、飼育実験用の卵、稚仔魚を得るための飼

育実験系が確立しつつあります。今後、飼育実験による稚仔魚期の成長、生残と環境要因との関係

を解明し、加入量予測手法の開発を進めていく予定です。 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

マサバ太平洋系群の毎年の加入量は主産卵期である 4 月生まれの生き残りによって決まることが

わかってきました。そして 4 月生まれの稚仔魚期の成長率が高いと加入量（生き残り）が高くなる関

係が調査結果から把握されると共に、飼育実験によって稚仔魚期の成長に与える水温の影響が明

らかになってきました。さらに、親魚の状態（産卵経験の有無、栄養状態、経験環境等）が産み出さ

れる卵、仔魚の生残に与える影響（母性効果）が明らかになってきています。 

これらの結果から、年々の稚仔魚期の経験水温をもとに成長、生残、加入量を予測するモデルを

作成し、さらに精度向上のため、餌量や母性効果などの環境要因を加えるなどの改良を進めていま

す。 

  



 

 


